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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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ロシアによるウクライナ侵略に加え、アベノミクス

の失敗による異常な円安で食料価格が高騰し、暮らし

が圧迫されています。食料の６割以上を海外から輸入

するもろさも浮き彫りに。食料をめぐる世界と日本の

状況について、資源・食糧問題研究所代表の柴田明夫

さんに聞きました。
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しばたあきお 1976年に丸紅

株式会社に入社。2001年に丸

紅経済研究所主席研究員、06

年所長、代表を経て、2011年

に（株）資源・食糧問題研究

所を設立、代表に就任。著書

に「扼殺される日本の農業」

（ＦＢ出版）他多数。新潟県十日町市松之山水梨の棚田（とっとこ農園・相澤堅さん提供）

７月日投開票
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過去最高を更新した小麦、急騰する大豆、トウモロコシ

上昇し続ける穀物価格（シカゴ穀物市場動向）
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近
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穀
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触
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熱
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﹂
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が
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